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　２月１７日、任期満了に伴い退任された長野市長の退任式
が市民会館で行われました。
　式終了後は、市役所ロビーに集まった市職員らに囲まれ、
市庁舎を後にしました。
　長野市長、長い間お疲れさまでした。

～これまでの主な事業や出来事～
年度 事業等 出来事

平成 18年度 ・コニュニティバス運行
・ふるさと応援隊設立

・新設種子島高校開校
・市民総参加の海岸清掃開始
・第 1回種子島カップヨットレース
・ハイビスカス 1万本植栽運動
・若宮保育園、民間移管

平成 19年度

・島元気郷種子島事業開始
・保育料保護者負担の軽減
・種子島産婦人科医院開設（公設化）
・企業等立地促進条例制定

・種子島観光協会発足
・飛鳥Ⅱ初寄港

平成 20年度 ・種子島中学校整備
・種子島家住宅改修

・市制施行 50周年記念式典
　（市シンボルマークの制定）

平成 21年度 ・未就学児医療費無料化
・住宅改修環境整備事業開始 ・種子島中学校開校

平成 22年度
・地域情報化通信基盤整備（光ファイバー網）
・地域活性化交付金制度開始
・安納いもブランド推進本部設置

・月窓亭公開開始
・第 5次長期振興計画スタート
・市親善使節団 (36 名 ) ポルトガル訪問

平成 23年度

・伊関小学校改築事業
・保育料保護者負担の軽減
・一般廃棄物処理施設完成
・住宅用太陽光発電設備設置補助開始
・デマンド型乗合タクシー「どんがタクシー」、市街地巡回
バス「わかさ姫」実証運行

・鹿児島県ドクターヘリ運航
・安納いもが粗生産額で 10億円を突破
・第 1回種子島ふるさと交流大会 ( ゴルフ )

平成 24年度

・種子島営農大学校（青年就農給付金）
・企業活動支援事業
・地域を支える若者定住事業
・子育て応援券支給事業
・高齢者元気度アップ・ポイント事業

・西之表市消防団女性分団発足
・公立保育園の校区移管 ( 国上 ･現和 ･住吉 )
・市民体育祭記念大会（50回）
・畜産共進会記念大会（100 回）

平成 25年度

・戦略産品輸送支援事業（安納いも）
・有害鳥獣防止総合対策整備交付金事業（しか対策）
・山村留学里親等支援事業
・修学旅行費助成事業
・北部観光、喜志鹿崎灯台周辺整備

・鉄砲伝来 470 周年
・西之表港中央ふ頭延長工事完成
　（大型クルーズ船の寄港可能に）
・第 1回にぎわい創出検討委員会

平成 26年度

・消防救急無線デジタル化事業
・臨時福祉給付金、子育て世帯臨時特例給付金
・子ども医療費助成（医療費助成条件緩和中学生まで対象）
・市所有バスによるスクールバスの運行開始

・第 7回全国離島交流中学生野球大会で種子島中
学校が初優勝（開催地：新潟県佐渡市）
・長浜市と災害応援協定締結
・ホテルレクストン種子島グランドオープン
　（企業立地協定締結企業）

平成 27年度

・市民会館リニューアル事業
・西之表市汚泥処理再生センター西京苑竣工
・西之表市まち・ひと・しごと創生総合戦略策定
・地方創生交付金（先行型）高等教育機関の設置可能性調査等
・西之表市まちづくり公社設立

・西之表市子育て支援センターオープン
･第 30回国民文化祭「華道の祭典 in 種子島」
「黒潮文化交流の祭典」
・西之表精脱施設完成
・種子島温泉「赤尾木の湯」オープン

平成 28年度

・新種子島産婦人科医院竣工
・上妻邸買収
・西之表市消防団榕城分団・女性分団詰所建設
・旧鴻峰小学校跡地活用事業
・地方創生加速化交付金事業（空き家バンク制度の構築等）

・鹿児島海上保安部種子島海上保安署開署
・援農隊設立
・地域おこし協力隊、全校区配置
・プラチナ大賞優秀賞受賞
　（プラチナ社会　東京大学との連携）



　

１
月
29
日
、
任
期
満
了
に
伴
う
西
之
表
市
長
選
挙
及
び
西
之
表
市
議
会
議
員
選
挙

の
投
票
が
、
市
内
13
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

即
日
開
票
の
結
果
、
市
長
選
挙
で
は
、
新
人
６
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
が
、
法
定

得
票
数
に
届
か
な
か
っ
た
た
め
、
再
選
挙
が
行
わ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
数
16
人
に
対
し
て
19
人
が
立
候
補
し
た
市
議
会
議
員
選
挙
で
は
、
現
職

10
人
、
元
職
１
人
、
新
人
５
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

顔写真

①渡辺道大
② 36歳
③日本共産党・現
④ 2回
⑤松畠

①永田　章
② 67歳
③無所属・現
④５回
⑤柳原

①鮫島市憲
② 67歳
③無所属・現
④２回
⑤現和下之町

①和田香穂里
② 52歳
③無所属・新
④ 1回
⑤御牧

①河本幸男
② 62歳
③無所属・新
④１回
⑤国上中目

①田添辰郎
② 53歳
③無所属・現
④５回
⑤松畠

①川村孝則
② 57歳
③無所属・現
④ 6回
⑤下能野

①橋口美幸
② 61歳
③日本共産党・現
④４回
⑤榕城中目

①橋口好文
② 63歳
③無所属・新
④ 1回
⑤小牧野

①下川和博
② 57歳
③無所属・現
④ 3回
⑤下石寺

①小倉初男
② 66歳
③無所属・現
④３回
⑤野木平

①竹下秀樹
② 56歳
③無所属・新
④ 1回
⑤西町

①生田直弘
② 43歳
③無所属・新
④１回
⑤小牧

①木原幸四
② 66歳
③無所属・現
④ 4回
⑤現和下之町

①中野　周
② 74歳
③無所属・元
④４回
⑤上石寺

①長野広美
② 60歳
③無所属・現
④５回
⑤伊関

①氏名（敬称略）
②年齢（届出日時点）
③所属・新現元の別
④当選回数
⑤地域



◇延長する期間と時間
窓口受付延長時間 延長する時間

3/29（水）～ 31（金） 17：15 ～ 19：00

4/1（土）、4/2（日） 8：30 ～ 17：15

4/3（月）、4/4（火） 17：15 ～ 19：00

　個人番号通知カード及び個人番
号カードには、住所、氏名、生年
月日、性別が記載されています。
　これらの情報に変更があった場
合には、変更があったことを記載
する必要があ
りますので、
手続きの際は、
必ずご持参く
ださい。

■問い合わせ先　市役所市民生活課市民係　℡ 22‐1111 内線 301・302

　転勤や入学・卒業など、西之表市から転出される方、西之表市に転入される方など、春は異動に
より住所が変わる方が多い時期です。そのため、窓口が混雑し、待ち時間が長くなるなど、ご迷惑
をおかけすることが予想されます。
　市役所各課では、下記の通り転出・転入に関する窓口業務の時間を延長し、窓口へお越しの皆様
のご負担を少しでも軽減します。
　忙しい時期ですが、早めの手続きをお願いします。

◇延長する課と業務内容
課　名 内　　容

市民生活課

・住所の異動に関すること
・各種証明書の発行
・国民年金に関すること
・ごみの搬出に関すること

健康保険課・国民健康保険、後期高齢者医療保険に関すること

福祉事務所・児童手当、乳幼児医療、保育園、障害者手帳に関すること
水道課 ・水道の使用・停止に関すること
教育委員会
学校教育課

・小・中学校の新１年生の転入・転居者
に関すること

【西之表市内で引っ越す方】
　転居届が必要です。
　引越し先に住み始めてから 14 日以内に手続きをお願
いします。引越し前の手続きはできません。

【西之表市外へ引っ越す方】
　転出届が必要です。
　引越しの当日までに手続きをお願いします。引越し先
では転入届が必要です。

【西之表市外から西之表市内へ引っ越す方】
　転入届が必要です。
　西之表市に住み始めてから 14 日以内に手続きをお願
いします。



■問い合わせ先
　市役所水道課管理係　℡ 22‐1111 内線 287 ／　℡ 22‐0271（直通）

　原則、敷地内の漏水はメータの手前など関係なく所有者の負担となります。漏水が原因で高く
なった水道料金も支払わなければなりません。
　普段と同じ生活で、いつもより水道料金が高い場合は、漏水の可能性があります。
　ひどくなる前に水道課にご連絡ください。
※水道課で修理はできません。（漏水の有無の確認などはできます。）市指定工事店に
依頼する必要があります。

　

次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
水
道
課
（
市
役
所
２
階
）
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　 給水装置は所有者（使用者）で維持管理をすると聞きましたが、詳しく教えてください。

　 給水装置とは、道路に埋設してある水道本管から水道使用者に給水するために使用者本人が設置
した給水管から蛇口までの装置（メータを除く）のことをいいます。したがって、公道下に埋設し
てある水道本管は水道課で管理し、それ以外については、各水道使用者の財産ですので、水道所有
者の管理となります。ですから、給水管の漏水や、給水管を原因とする不具合の発生は、水道所有
者の責任で対処することになりますのでご注意ください。
　給水装置は水道水の供給を受けるための大切な装置ですので、水道法により施設基準（違反者に
は罰則規定があります。）が定められています。安心・安全な水道水の供給が受けられるよう、給
水装置の新設、改良、修繕は給水装置主任技術者のいる市指定工事店でお願いします。なお、業者
選定にあたっては水道課までお問い合わせください。

●　

転
入
・
転
居
等
で
新
た
に
水
道
を
使
用
す
る
と
き
（
使
用
の
開
始
）

※
届
出
を
せ
ず
に
水
道
を
使
用
し
た
場
合
、
お
客
様
に
不
利
な
取
扱
い
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

●　

転
出
等
で
水
道
の
使
用
を
や
め
る
と
き
（
使
用
の
中
止
）

●　

長
期
間
（
３
カ
月
以
上
）
水
道
を
使
用
し
な
い
と
き
（
使
用
の
休
止
）

※
届
出
が
な
い
場
合
は
水
道
を
使
用
し
な
く
て
も
基
本
料
金
を
請
求
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

←　

←

３
日
前
ま
で
に
水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
認
め
印
が
必
要
）

●　

水
道
料
金
の
支
払
い
方
法
を
変
更
す
る
と
き
（
支
払
方
法
の
変
更
）

　

←　

←

●　

納
付
書
送
付
、
集
金
に
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
水
道
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

（
認
め
印
が
必
要
）

●　

口
座
振
替
へ
変
更
さ
れ
る
場
合
は
、
銀
行
窓
口
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。
使
用
者

番
号
を
ご
確
認
の
上
、
通
帳
の
届
け
印
を
持
っ
て
銀
行
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

※
使
用
者
番
号
は
検
針
票
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
水
道
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●　

水
道
の
使
用
者
が
変
わ
る
と
き
（
使
用
者
の
変
更
）

●　

水
道
の
所
有
者
が
変
わ
る
と
き
（
所
有
者
の
変
更
）

　

※
現
在
の
使
用
者
・
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
な
ど

　

←　

←

水
道
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
※
認
め
印
が
必
要
）



ロケットマラソン応援隊
「カサリンチュ」のお二人も
駆けつけます！

◇◆ステージイベント◆◇（総合司会 /柴 さとみさん）
13：15 ～ 13：30 頃 じゃんけん大会

13：40 ～ 14：20 頃 カサリンチュライブ

14：50 ～ 15：20 頃 ロケットマラソンエンディング
※随時、各種目ごとに表彰も行っています。

＊無料送迎バス（会場⇔臨時駐車場）について
　臨時駐車場から、メイン会場（種子島宇宙センター）までの「無料送迎バス」を準備します。
　上記①～⑧臨時駐車場への、駐車台数には制限がありますので、皆さん乗り合わせでお越
しください。
　（注）今回ＪＡＸＡ管理棟下駐車場は、一般車両の駐車場として使用できません。
※無料送迎バスの発着場所は，株式会社コスモテック駐車場となります。お気をつけ下さい！

■問い合わせ先
　たねがしまロケットマラソン大会事務局（南種子町役場企画課内）
　℡２６‐６０６５（ＦＡＸ兼用）

柴さとみさん（ＭＢＣ）が
メイン会場にて応援します！

◇◆各コースのご案内◆◇
種目 スタート時間 スタート地点

フルマラソン 9：00 緑の回廊公園前（西之表市）

ハーフマラソン 10：00 ＪＡ種子屋久農協本所前

10 ㎞ 10：30 種子島宇宙センター

3㎞ 9：40 種子島宇宙センター

2㎞ファミリー 9：00 種子島宇宙センター

◇◆大会事務局からのお願い◆◇
　過去の大会で、車と選手の接触事故
が発生しています。マラソンコースを
走行するときは、十分な注意をお願い
します。また、車での応援は行わない
でください。交通ルールを守ってのご
声援をよろしくお願いします。
　なお、島内ではロケットマラソン大
会の開催に伴い、一部交通規制がかか
ります。（詳細については、別紙チラ
シをご確認ください。）



　

第
７
期
介
護
保
険
事
業
計
画
作
成
に

あ
た
り
、
今
後
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
高

齢
者
支
援
に
つ
い
て
、
事
業
計
画
に
広

く
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、

介
護
保
険
運
営
協
議
会
に
お
け
る
被
保

険
者
の
代
表
委
員
を
公
募
し
ま
す
。
な

お
、
同
協
議
会
と
介
護
保
険
事
業
計
画
策

定
委
員
会
の
委
員
は
、兼
務
と
な
り
ま
す
。

介
護
保
険
運
営
協
議
会
で
の
審
議
事
項

・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
進
捗
状
況
の

把
握
及
び
評
価
並
び
に
次
期
計
画
へ
の

提
言
に
関
す
る
こ
と
。

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
状
況
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
提
供
者
相
互
間
の
連
帯
状
況
等
の

評
価
に
関
す
る
こ
と
。

・
そ
の
他
介
護
保
険
事
業
の
推
進
に
必

要
な
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
で
の

審
議
事
項

・
高
齢
者
福
祉
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

・
介
護
保
険
事
業
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

【
委
嘱
期
間
】

・
介
護
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　

４
月
１
日
〜
平
成
32
年
３
月
31
日（
予
定
）

・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
委
員
会
委
員

　

４
月
１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日（
予
定
）

【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
応
募
資
格
】
市
内
に
居
住
す
る
満
40
歳

以
上
の
方
（
平
成
29
年
４
月
１
日
時
点
）

【
報
酬
】
市
が
定
め
る
額

【
応
募
方
法
】
応
募
用
紙
（
市
役
所
健

康
保
険
課
備
付
）
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
直
接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
応
募
締
切
】
３
月
15
日
（
水
）

【
選
考
方
法
】
面
接
及
び
書
類
審
査
（
３

月
下
旬
実
施
予
定
）

※
詳
細
は
、
別
途
連
絡
し
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
健
康
保
険
課

　

高
齢
者
支
援
室
介
護
保
険
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
６
２

　

市
で
は
、
有
能
な
人
材
を
育
成
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
向
学
心
に
燃
え
、

そ
の
能
力
が
充
分
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難

で
あ
る
方
に
対
し
て
、
奨
学
金
を
貸
与

し
て
い
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
の
修
学

を
支
援
す
る
た
め
、
左
記
の
通
り
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

【
応
募
の
資
格
】
高
等
学
校
以
上
の
学

校
に
在
学
し
、
保
護
者
が
本
市
に
在
住

し
て
い
る
方
。

【
貸
与
金
額
】

①
高
等
学
校
に
在
学
で
自
宅
通
学
の
者

　

月
額
１
２
０
０
０
円
以
内

②
高
等
学
校
ま
た
は
高
等
専
門
学
校
に

在
学
で
自
宅
通
学
以
外
の
者
（
た
だ
し
、

予
備
校
的
な
専
門
学
校
に
つ
い
て
は
対

象
外
と
し
ま
す
。）

　

月
額
２
５
０
０
０
円
以
内

③
大
学
（
短
期
大
学
を
含
む
）
又
は
専

門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
者

　

月
額
４
０
０
０
０
円
以
内

（
貸
与
は
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
正

規
の
修
業
期
間
で
す
。）

【
提
出
書
類
】

①
奨
学
資
金
貸
与
申
請
書
（
教
育
委
員

会
総
務
課
備
付
）

②
奨
学
生
推
薦
調
書
（
現
在
在
学
し
て

　

西
之
表
市
土
地
改
良
区
事
務
局
職
員

を
、
左
記
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
１
名

【
職
種
】
一
般
事
務

【
応
募
資
格
】

・
高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
、
30
歳
未

満
の
方
（
平
成
29
年
４
月
２
日
時
点
）

・
普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定

不
可
）
を
所
有
し
て
い
る
方

・
簿
記
等
の
会
計
関
係
資
格
取
得
者
優

遇
者

【
採
用
時
期
】
平
成
29
年
５
月
か
ら

【
給
与
】
西
之
表
市
土
地
改
良
区
就
業
規

則
に
基
づ
き
支
給

【
申
込
必
要
書
類
】

・
履
歴
書

・
作
文
（
８
０
０
字
程
度
）

※
左
記
か
ら
選
択

①
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
に
つ
い
て

②
今
か
ら
の
農
業
の
在
り
方
に
つ
い
て

③
西
之
表
市
の
農
業
に
つ
い
て

④
西
京
ダ
ム
の
水
利
用
に
つ
い
て

⑤
土
地
改
良
に
つ
い
て

【
応
募
方
法
】
郵
送
ま
た
は
、
直
接
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

【
応
募
期
限
】
３
月
15
日
（
水
）
必
着

【
選
考
に
つ
い
て
】

◎
一
次
選
考

　

作
文
（
履
歴
書
と
一
緒
に
提
出
）

◎
二
次
選
考

　

面
接
試
験
（
４
月
中
旬
予
定
）

※
詳
細
は
、
一
次
選
考
合
格
者
に
連
絡

し
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

西
之
表
市
土
地
改
良
区
事
務
局

　
（
市
役
所
２
階
）

　

℡
２
２
‐
１
３
０
６

　

〒
８
９
１
‐
３
１
９
３

　

西
之
表
市
西
之
表
７
６
１
２
番
地



い
る
学
校
で
作
成
）

③
所
得
課
税
証
明
（
世
帯
全
員
分
）

④
在
学
証
明
書
ま
た
は
入
学
証
明
書

【
募
集
期
間
】

　

４
月
10
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）

　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。）

【
選
考
の
方
法
】
書
類
審
査
の
上
、
市
奨

学
生
選
考
委
員
会
で
審
査
し
、
教
育
委

員
会
で
決
定
し
ま
す
。

【
奨
学
金
交
付
】
６
月
上
旬
に
決
定
し
、

誓
約
書
提
出
後
、
本
人
口
座
へ
振
り
込

み
ま
す
。

【
返
還
の
期
限
】
貸
与
期
間
終
了
の
翌
月

よ
り
起
算
し
て
、
10
年
以
内
に
返
還
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
返
還
の
猶
予
】
疾
病
そ
の
他
の
理
由
に

よ
り
返
還
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
は
、

願
い
出
に
よ
り
返
還
の
猶
予
が
で
き
ま

す
が
、
加
え
て
西
之
表
市
奨
学
生
で

あ
っ
た
方
が
最
終
学
校
を
卒
業
後
、
返

還
期
間
内
に
本
市
に
住
民
登
録
し
、
引

き
続
き
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
、
本
市

に
お
い
て
就
業
し
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
期
間
、
願
い
出
に
よ
り
返
還
を
猶
予

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

場
合
の
返
還
期
間
は
、
従
来
の
返
還
期

間
10
年
以
内
に
、
猶
予
さ
れ
た
期
間
を

合
算
し
た
期
間
と
し
ま
す
。

【
返
還
の
免
除
】
西
之
表
市
奨
学
生
で

あ
っ
た
方
が
最
終
学
校
を
卒
業
後
、
返

還
期
間
内
に
本
市
に
住
民
登
録
し
、
引

き
続
き
５
年
間
市
内
に
居
住
し
、
か
つ
、

本
市
に
お
い
て
就
業
し
て
い
た
と
き

は
、
願
い
出
に
よ
り
奨
学
資
金
の
全
部

ま
た
は
一
部
の
返
還
を
免
除
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
但
し
、
返
還
に
つ
い
て

滞
納
の
あ
る
方
、
市
税
等
の
滞
納
の
あ

る
方
ま
た
は
公
務
員
と
し
て
採
用
さ
れ

た
方
は
免
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
２

　

市
自
主
防
災
組
織
の
下
西
校
区
防
災

会
で
は
、
想
定
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ

フ
地
震
・
津
波
や
土
砂
災
害
な
ど
に
対

応
す
る
た
め
、
防
災
用
備
品
を
整
備
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
と
し
て
、
宝
く
じ
の
受
託

事
業
収
入
を
財
源
に
、
実
施
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
た

も
の
で
す
。
今
後
、
各
種
防
災
訓
練
や

実
際
の
災
害
時
に
使
用
し
、
自
主
防
災

力
向
上
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
総
務
課

　

防
災
消
防
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１

　

内
線
２
０
５

　

現
在
市
内
に
７
か
所
あ
る
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
で
働
く
、
放
課
後
児
童
支
援

員
及
び
補
助
員
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
応
募
資
格
】
①
〜
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

・
放
課
後
児
童
支
援
員

①
保
育
士
、
幼
稚
園
、
小
学
校
の
教
諭

の
資
格
を
有
し
て
い
る
方

②
大
学
、
大
学
院
で
社
会
福
祉
学
、
心

理
学
等
の
過
程
を
修
め
て
卒
業
し
た
方

（
教
育
学
、
社
会
学
、
芸
術
学
、
体
育
学
）

③
高
校
卒
業
以
上
で
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
指
導
員
ま
た
は
児
童
福
祉
事
業

に
、
２
年
以
上
従
事
し
た
こ
と
の
あ
る

方
（
過
去
10
年
以
内
）

・
補
助
員

　

資
格
、
経
験
不
問

【
応
募
方
法
】
履
歴
書
（
市
販
可
）
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
直

接
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
有
資
格
者
は
資
格
免
許
の
証
明
書
・

卒
業
証
明
書
も
お
持
ち
（
同
封
）
く
だ

さ
い
。

　

随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
子
育

て
に
意
欲
と
情
熱
を
持
っ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
旺
盛
な
方
、
地
域
の
た
め

に
活
動
し
た
い
方
、
体
力
に
自
信
が
あ

る
方
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
２
８

　

〒
８
９
１
‐
３
１
９
３

　

西
之
表
市
西
之
表
７
６
１
２
番
地



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

２２２
５

柔道競技

団体戦
小学校ベストの部優勝 黒潮
小学校低学年の部優勝 黒潮（徳永）

個人戦
小学 2年生の部優勝 牛嶋康太
小学 5年生の部優勝 平愛菜美

弓道競技

団体戦
中学生の部優勝 種子島中 A
高校生の部優勝 種子島高校 A
一般の部優勝 西之表市 A

個人戦

中学生の部優勝 鮫島紗知恵
高校生の部優勝 小山田真之輔
一般の部優勝 上妻光武
県連会長杯優勝 上妻光武

空手競技
成年男子団体
（組手競技） 一般の部優勝 西之表市

個
人
戦

組手競技

幼児の部優勝 古川智喜

小学中学年女子の部優勝 延時陽香

小学高学年女子の部優勝 和田花梨

少年男子の部優勝 古田朔也

形競技

幼児の部優勝 古川智喜

小学生中学年の部優勝 井之上侑輝

小学高学年女子の部優勝 松田明日羽

中学個人の部優勝 森山広都

少年男子の部優勝 小川勇大

女子個人の部優勝 大木千幸

成年男子個人の部優勝 古川真樹

剣道競技

団体戦 中学生の部優勝 種子島中学校



ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い
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ま・ち・の・わ・だ・い

ま・ち・の・わ・だ・い

２２２
１

２２２
10



　

平
成
27
年
度
か
ら
、
西
之
表
市
、
中

種
子
町
、
南
種
子
町
、
種
子
島
観
光
協

会
と
東
京
大
学
「
プ
ラ
チ
ナ
社
会
」
総

括
寄
付
講
座
の
教
員
・
研
究
員
が
集
ま

り
、
種
子
島
観
光
の
活
性
化
に
向
け
て

議
論
す
る
「
た
ね
が
し
ま
ツ
ー
リ
ズ
ム

連
絡
会
」（
以
下
、ツ
ー
リ
ズ
ム
連
絡
会
）

を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
連
絡
会
で
は
、
観
光
推

進
に
関
す
る
議
論
を
行
う
ほ
か
に
も
、

観
光
関
係
事
業
従
事
者
向
け
に
「
種
子

島
ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
。

島
外
講
師
に
よ
る
講
演
や
参
加
者
に
よ

る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
い
、
島
の

観
光
に
つ
い
て
議
論
す
る
機
会
を
設
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
地
と
し
て
の

課
題
を
知
る
た
め
の
調
査
活
動
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
調
査
活
動
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
８
月
に

種
子
島
空
港
を
中

心
に
島
内
で
、
同

年
９
月
に
は
ツ
ー

リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

ジ
ャ
パ
ン
（
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
開

催
）
に
て
、
種
子
島
観
光
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

ち
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
数

点
紹
介
し
ま
す
。

　

来
島
し
た
１
６
０
名
の
方
（
場
所
／

種
子
島
空
港
）
を
対
象
に
調
査
を
行
い

ま
し
た
。
満
足
度
に
関
す
る
項
目
で
は
、

「
非
常
に
満
足
」
が
59
％
、「
や
や
満
足
」

が
27
％
と
い
う
結
果
に
。
ま
た
、
来
島

目
的
に
関
す
る
質
問
で
は
、
最
も
多

か
っ
た
回
答
が
「
帰
省
」
で
あ
り
、
２

番
目
が
「
自
然
・
風
景
」
と
な
り
ま
し

た
（
図
１
）。
こ
の
調
査
か
ら
、
観
光

客
の
満
足
度
は
高
い
結
果
が
得
ら
れ
ま

し
た
が
、
純
粋
な
観
光
客
は
少
な
い
こ

と
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

旅
行
好
き
の
方
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト

「
ツ
ー
リ
ズ
ム
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
ジ
ャ
パ
ン
」
で

は
、
計
６
６
０
名
の
方
に
調
査
を
行
い

ま
し
た
。「
種
子
島
に
行
っ
て
み
た
い

か
」
と
い
う
質
問
で
は
、「
必
ず
行
き
た

い
」
と
回
答
し
た
人
が
全
体
の
17
％
と

な
り
ま
し
た
。
右
記
の
質
問
で
「
必
ず

行
き
た
い
」
以
外
を
選
ん
だ
方
に
、「
な

ぜ
種
子
島
に
必
ず
行
き
た
い
と
思
え
な

い
か
」
の
理
由
を
聞
く
と
、
回
答
数
が

１
０
０
を
超
え
た
項
目
は
３
つ
。
中
で

も
特
に
「
行
く
の
に
時
間
が
か
か
る
／

遠
い
」、「
何
が
体
験
で
き
る
か
知
ら
な

い
」
と
い
う
選
択
肢
に
、
回
答
が
集
中

す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
（
図
２
）。

　

種
子
島
で
体
験
で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
を

並
べ
「
種
子
島
に
来
る
と
し
た
ら
、
一

番
に
体
験
し
て
み
た
い
メ
ニ
ュ
ー
は
何

ツーリズム連絡会の様子

か
」
を
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
１
位
宇
宙

セ
ン
タ
ー
見
学
、
２
位
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

３
位
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
・
天
体
観
測

と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
（
図
３
）。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
か
ら
、
今
後
観
光

客
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
、
そ
の
情
報
を
求
め
る
人
へ
届
け
る

方
法
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
連
絡
会
で
は
、
こ
れ
ら

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、
魅
力

的
な
観
光
地
作
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結
果
に
つ
い
て
も
、「
第
４
回
種
子
島

ツ
ー
リ
ズ
ム
セ
ミ
ナ
ー
」（
５
月
開
催
予

定
）
で
発
表
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

市
役
所
経
済
観
光
課
観
光
交
流
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
７
２



■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　
　

℡
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

　
　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

国
民
年
金
の
後
納
制
度
・
任
意
加
入
制
度
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら
れ
る

年
金
）
を
満
額
受
け
取
る
た
め
に
は
、
20

歳
か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
国

民
年
金
保
険
料
を
完
納
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
な
ど

の
未
納
期
間
が
あ
る
と
年
金
額
が
減
額
さ

れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
後
納
制
度
や
任
意
加
入
を

利
用
し
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
り
、

左
記
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

・
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

・
年
金
受
給
資
格
期
間(

平
成
29
年
８
月
か

ら
10
年)

を
満
た
し
て
い
な
い
方
は
、
そ
の

期
間
を
満
た
す
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

★
後
納
制
度

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
に
限
り
、
後
納
制
度
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
過
去
５
年
間
の
未
納
保
険

料
に
つ
い
て
保
険
料
を
納
付
で
き
ま
す
。

（
利
用
で
き
る
方
）

①
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
で
、
５
年
以

内
に
納
め
忘
れ
の
期
間
（
納
付
・
免
除
以
外
）

や
未
加
入
期
間
を
お
持
ち
の
方

②
60
歳
以
上

65
歳
未
満
の

方
で
、
①
の

期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入
中
に
納
め
忘
れ

の
期
間
を
お
持
ち
の
方

③
65
歳
以
上
の
方
で
年
金
受
給
資
格
が
な

く
任
意
加
入
中
の
方　

等

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
る
方
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

★
任
意
加
入
制
度

（
利
用
で
き
る
方
）

①
60
歳
か
ら
65
歳
未
満
の
厚
生
年
金
等
に

加
入
し
て
い
な
い
方
で
、
年
金
受
給
資
格

期
間
が
40
年
間
に
満
た
な
い
方

②
65
歳
以
上
70
歳
未
満
で
年
金
受
給
資
格

期
間
が
不
足
し
て
い
る
方

③
外
国
に
居
住
す
る
20
歳
か
ら
65
歳
未
満

の
日
本
国
籍
を
お
持
ち
の
方

※
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
支
給
を
受

け
て
い
る
方
は
、
任
意
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

※
任
意
加
入
の
保
険
料
の
納
付
は
、
原
則

口
座
引
き
落
と
し
と
な
り
ま
す
。

■問い合わせ先
　市地域包括支援センター（市役所健康保険課高齢者支援室）　℡ 23-5225
■問■問 合い合わせわせ先先
市市地域地域包括包括支援支援センセンタータ （市（市役所役所健康健康保険保険課高課高齢者齢者支援支援室）室） ℡℡ 2323-55222255

　

１
月
21
日（
土
）・
22
日（
日
）の
２
日
間
、保
健
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
で
、「
お
き
が
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
現
在
、
市
が
大
学
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
認
知
症
対
策

の
一
環
と
し
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
や
認
知
症
を
理
解
す
る
こ
と
に

対
す
る
、
意
識
の
向
上
を
目
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

測
定
会
に
は
、
２
日
間
で
約
１
０
０
人
の
方
が
参
加
。
握
力
や
脳
年
齢
、

体
組
成
（
体
の
水
分
、
骨
格
、
脂
肪
、
筋
量
）、
歩
行
計
測
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

計
測
後
は
、
矢
田
幸
博
教
授
（
筑
波
大
学
大
学
院
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
院
）

か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
等
を
受
け
、
参
加

者
か
ら
は
、「
自
分
で
は
普
通
に
歩

い
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て

よ
か
っ
た
。」、「
脳
年
齢
が
高
か
っ

た
の
で
気
を
付
け
た
い
。」
等
、
多

く
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
デ
ー
タ
を
測
定
、
傾
向
を
分
析

し
、
認
知
症
予
防
や
介
護
予
防
の
取

り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
測
定
会
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り



■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　

℡
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
５
７



宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
情
報
！

■
打
上
げ
予
定
日

　

３
月
16
日
（
木
）

■
打
上
げ
予
定
時
刻

※
10
時
〜
12
時
（
日
本
標
準
時
）

■
打
上
げ
予
備
期
間

　

３
月
17
日
（
金
）
〜
４
月
10
日
（
月
）

 
放
課

後
児 童 ク

ラ
ブ

課

後 ク
ラ

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
33
号
機

　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
決
定
！

　

12
月
上
旬
よ
り
館
内
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
い

よ
い
よ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の

日
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
！

　

オ
ー
プ
ン
に
先
立
っ
て
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
の
情
報
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

■
新
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
お
披
露
目
！

　

新
た
な
宇
宙
科
学
技
術
館
は
、
展

示
内
容
ご
と
に
「
ロ
ケ
ッ
ト
・
人
工

衛
星
・
宇
宙
飛
行
士
・
宇
宙
探
査
」

の
４
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
ま
す
。

こ
の
４
つ
の
エ
リ
ア
に
プ
ラ
ス
し

て
、
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
２

つ
の
施
設
（
施
設
案
内
ツ
ア
ー
で
ご

案
内
す
る
「
ロ
ケ
ッ
ト
ガ
レ
ー
ジ
」、

中
種
子
町
に
あ
り
ま
す
「
増
田
宇
宙

通
信
所
」）
を
合
わ
せ
て
、
６
つ
の

シ
ン
ボ
ル
か
ら
な
る
新
し
い
ロ
ゴ

マ
ー
ク
が
で
き
ま
し
た
！

■
新
し
い
科
学
館
に
は

「
触
れ
る
」
展
示
物
が
い
っ
ぱ
い

「
見
る
だ
け
の
展
示
で
は
つ
ま
ら
な
い
！
」

そ
ん
な
声
を
解
消
す
べ
く
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
後
の
科
学
館
で
は
、
見
る
だ
け
で
な
く

触
っ
て
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

触
れ
る
展
示
物
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
の
部
品
に
触
れ
る
だ
け
で
な

く
、「
タ
ッ
チ
」
で
操
作
で
き
る
新
し
い

ゲ
ー
ム
も
で
き
ま
し
た
！
タ
ッ
チ
マ
ー
ク

が
付
い
た
展
示
物
を
見
つ
け
た
ら
、
ぜ
ひ

触
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
！

☑◇◆受入クラブ一覧◆◇

クラブ名 提出先（連絡先）

榕城児童クラブ 榕城児童クラブ
23-0217

若宮児童クラブ
若宮保育園及び
若宮児童クラブ
22-0600

古田っ子クラブ 古田校区結の里拠点施設
28-3977

住吉児童クラブ
住吉さくら保育園及び
住吉児童クラブ
23-8015

国上児童クラブ
国上みさき保育園及び
国上児童クラブ
28-0036

めいろう児童クラブ
めいろうこども園及び
めいろう児童クラブ

22-1636

風本児童クラブ 現和みどり保育園
25-0058



校区 男 女 計 世帯数
榕城 3766 4181 7947 3964
上西 241 280 521 281
下西 1100 1230 2330 1188
国上 549 594 1143 608
伊関 193 206 399 208
安納 201 222 423 229
現和 637 654 1291 683
安城 144 165 309 172
立山 55 51 106 55
中割 52 50 102 63
古田 185 228 413 204
住吉 424 498 922 511

［火　災］
 出火件数　  2 件
 うち建物　  0 件
［救　急］
 出動件数　76件
 うち急病　43件

発生件数　   1 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   1 人

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

下
園　

幸ゆ
き
な成

男
隆
幸

智
美

庄
司
浦

石
寺　

輝き
る
あ愛

男
悟

琴
美

下
石
寺

西
門　

優ゆ
う
り里

女
進

美
樹

美
浜
町

建
野　

羽は
る琉

女
耕
一

晶
子

榕
城
中
目

濵
脇　

拓た
く
ま磨

男
龍
郎

智
江

朝
日
ヶ
丘

［人口］
全体 15,906 人（－    10）
男性   7,547 人（＋      3）
女性   8,359 人（―    13）

［世帯数］
世帯（－   11）

（　）内の数字は前月比

　
（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

宮
脇　

イ
ツ
子
鴨
女
町

宮
脇　

幸
一

梅
下　

由
美
子
中
西

久
留　

ミ
エ

鈴
木　

マ
サ
子
大
野

鈴
木　

保

濱
島　

徹

東
町

濱
島　

ヨ
シ

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
及
び
一
般
と
し
て
ご
寄

付
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
親
族
の
ご
芳
志
に
副
い
ま
す
よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
一
般
寄
附　
　

地
藏　

フ
サ
エ

（
氏
名
）

 

（
年
齢
）
（
住
所
）

村
添　

貞
夫

83

鴨
女
町

山
口　

容
子

66

国
上
中
目

小
倉　

鐡
夫

81

平
山

田
上　

源
九
郎

81

平
山

西
田　

久
好

56

天
神
町

中
村　

啓
三
郎

85

朝
日
ヶ
丘

栗
本　

イ
ク

88

榕
城
中
目

山
田　

ユ
リ

97

野
木
平

上
妻　

シ
ズ

90

住
吉
中
之
町

子
島　

勤

90

納
曽

村
山　

ユ
リ

89

十
六
番

濵
渡　

キ
ク
エ

99

上
石
寺

榎
本　

満
州
男

74

鴨
女
町

大
石　

政
則

84

下
石
寺

村
山　

宏

79

桜
園

　

川　

利
子

73

榕
城
中
目

野
﨑　

俊
雄

81

小
牧
野

鮫
島　

敏
子

68

松
畠

安
岡　

稔

86

野
首

川
原　
　

男

85

川
迎

古
市　

新
一
郎

68

松
畠

　
（
氏
名
）　 　
　
　
（
住
所
）

亀
田　

勇
樹　
　
　

庄
司
浦

　
　

＆

山
口　

千
夏　
　
　

南
種
子
町

岩
坪　

雄
太　
　
　

塰
泊

　
　

＆

日
高　

麻
里　
　
　

榕
城
中
目

（
氏
名
）

 

（
年
齢
）
（
住
所
）

森
重　

勇

63

生
姜
山

折
田　

學

86

野
首

永
田　

ヨ
シ
ヱ

81

榕
城
中
西

池
野　

晃
一　
　
　

鹿
屋
市

　
　

＆

川
田　

悠
生　
　
　

姶
良
市



掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー

ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10
日
（
次
月

掲
載
分
）
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
に
つ
い
て
は
、
公
正
・
公
平
の
観
点
か
ら

一
人
一
点
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
な
お
、
紙
面
の
都
合
上
、

掲
載
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

あ
で
や
か
に
横
綱
し
め
あ
げ
洲
之
崎
の
ド
ス
コ
イ
勢き
お

い
て
長
浜
に
舞
う

い
つ
の
間
に
疎
遠
と
な
り
し
妹
に
雪
な
き
里
で
春
来
る
を
待
つ

展
望
所
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
取
材
班
カ
メ
ラ
は
基
地
の
一
点
見
つ
む

一
人
住
む
わ
が
家
の
フ
ス
マ
の
貼
り
替
え
を
帰
島
の
娘
み
ご
と
貼
り
終
ゆ

食
パ
ン
を
買
ひ
忘
れ
た
る
夜
の
夢
に
戦
後
貧
苦
の
亡
き
父
と
居
ぬ

緋
寒
桜
白
ア
リ
に
や
ら
れ
数
年
後
子
や
孫
芽
が
出
て
元
の
姿
に

亡
き
夫つ

ま

へ
焼
酎
な
み
な
み
手
向
け
つ
つ
今
日
の
報
告
言
の
葉
添
え
て

世
の
中
に
悪
い
者
な
し
福
は
内
鬼
も
内
と
て
節
分
祝
う

四
才
の
猫
の
チ
ャ
ー
君
き
み
が
居
て
睦
月
の
寒
む
さ
乗
り
越
え
ら
れ
そ
う

や
ぶ
れ
た
障
子
に
う
ぐ
い
す
書
い
て
寒
む
さ
こ
ら
え
て
春
を
待
つ

仰
ぎ
見
る
冬
空
い
っ
ぱ
い
キ
ャ
ン
バ
ス
の
墨
絵
の
ご
と
き
雲
の
落
書

並
木
路
の
か
え
る
手
落
葉
降
り
そ
そ
ぐ
舞
い
く
る
一
枚
受
け
て
八
十
路
の

海
底
の
砂
な
ど
見
え
て
産
卵
に
川
下
り
ゆ
く
モ
ズ
ク
蟹
ら
の

悩
ま
し
き
畑
の
雑
草
調
べ
み
る
み
や
び
名
あ
ま
た
残
す
面
白
さ

畚も
っ
こ

持
ち
わ
れ
ら
拓ひ

ら

き
し
運
動
場
閉
校
と
な
り
荒
草
の
生は

ゆ

足
治
る
新
し
い
夢
叶
い
け
り

洲
之
崎
・
池
田
恵
美
子

上
石
寺
・
石
村　

弘
子

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

野
首
・
榎
元
シ
ヅ
子

中
西
・
大
木
田
松
子

納
曽
・
大
山　

潤
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

わ
ら
び
苑
・
田
中　

ト
ヨ

小
牧
・
田
上　

那
枝

野
木
平
・
戸
川　

蓉
子

野
木
平
・
日
笠
山
エ
チ
子

榕
城
中
目
・
宮
園
ム
ツ
エ

本
立
・
吉
永
タ
ツ
子

本
立
・
吉
永　
　

正

中
野
・
吉
原　

昭
保

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
の
ぶ
こ

区　分 島内産 島外産
入荷量 17 トン 24 トン
41 トン （41％） （59％）
取引額 389 万円 400 万円
789 万円 （49％） （51％）

内　訳
入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏） （千円） （㎏） （千円）

野
菜
類

根 菜 類 1,096 70 5,565 531
葉 茎 菜 類 2,589 507 8,248 1,000
果 菜 類 259 84 2,163 875
そ の 他 6,883 1,409 4,113 847
小 計 10,827 2,070 20,089 3,253

果
物
類

かんきつ類 5,261 266 672 53
果 瓜 類 0 0 0 0
そ の 他 632 748 2,077 380
小 計 5,893 1,014 2,749 433

鳥卵・加工品等 214 131 1,005 314

花　類
21,010

673
0

0
本 本

青
果
状
況
【
１
月
】

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場

℡
２
２
‐
０
２
１
６

野
菜
・
果
物
・
花
類
の
出
荷
を
ご
希
望
の
方
は
、

種
子
島
公
設
地
方
卸
売
市
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

《
３
月
の
休
み
》　

1
日
・
5
日
・
8
日
・
12
日
・
15
日
・
19
日
・

　
　
　
　
　
　

20
日
・
26
日
・
29
日

編
集
後
記

　

今
月
の
表
紙
は
、
古
田
校
区
の
「
河
津
桜
」。
撮
影
し
た
日

は
春
の
よ
う
な
暖
か
い
天
気
で
、
地
域
の
方
や
親
子
連
れ
が
、

満
開
の
河
津
桜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
撮
影
中
に
は
ミ
ツ

バ
チ
も
見
か
け
、
春
が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
感
じ
た
と
こ

ろ
で
し
た
。
▽
来
月
開
催
さ
れ
る
「
た
ね
が
し
ま
ロ
ケ
ッ
ト

マ
ラ
ソ
ン
」。
今
年
が
ラ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
こ
と
で
、
フ
ル
マ

ラ
ソ
ン
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
ま
し
た
。
年
明
け
か
ら
練
習
を
始

め
よ
う
！
と
意
気
込
ん
で
い
た
の
で
す
が
…
寒
さ
☃
に
勝
て

ず
、
最
近
や
っ
と
練
習
を
始
め
ま
し
た
（
笑
）。
来
月
の
編
集

後
記
で
「
完
走
出
来
ま
し
た
！
」
と
良
い
報
告
が
で
き
る
よ

う
に
、
今
日
も
練
習
へ
行
っ
て
き
ま
す
！
（
莉
）

　

市
政
の
窓
２
月
号
表
紙
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の
と

お
り
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）「
２
０
１
６
年
２
月
号
」

（
正
）「
２
０
１
７
年
２
月
号
」

今すぐ

　　　　　　　　で検索！

新しいホームページでは

今までには無かった
便利な機能がたくさん！



ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ http://w

w
w
.takasakishuzo.com

・
未
成
年
者
の
飲
酒
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
・
飲
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う

創
業
明
治
36
年

お買い求めはお近くの販売店さんで。

●容量/１８００ml
●アルコール度数/２５度

●容量/１８００ml
●アルコール度数/２５度

●容量/900ml
●アルコール度数/２５度

し
ま
か
ん
ろ

創
業
明
治
6
年

●容量/１８００ml

で。

●●●容量/00ml

鹿
児
島
県
本
格
焼
酎
鑑
評
会

「
優
等
賞
」入
賞

平
成
二
十
九
年
二
月
受
賞

ー

ー

ー

ー

ー

3 5日昇製糖工場

「ふるさと認証食品」
認定商品

「ふるさと認証食品」
認定商品


